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要     旨 

緒言                                              

 加齢に伴い視覚機能が低下する。特に視野の減少は転倒や交通事故の危険性を増大させ日常生活や社

会生活に大きな影響を及ぼす。加齢による視野の減少については多くの報告があるが、加齢が色視野に

及ぼす影響についてはあまり報告されていない。そこで、加齢が色視野に及ぼす影響について調査した。                                            

研究対象および方法                                             

 本研究は大分大学倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号 689）。実験参加者には事前に文書に

よる説明を行い，文書による同意を得た上で実施した。対象は、本研究に同意を得、且つ眼疾患の既往

や著明な視力低下、認知機能の低下のない者 39 名であり、 60 歳以上の者を高齢群 ( n = 13、男性 3 

名、女性 10 名、平均年齢 76.1±5.1 歳 ) 、 50 歳以下の者を対照群 ( n = 26 名、男性 17 名、女性 

9 名、平均年齢 25.2±8.1 歳 ) とした。色視野の計測には手動の動的視野計（T.K.K. 101，竹井機器）

を用い、青、緑、黄そして赤の 4 色の色指標を用い手動で測定した。色指標が見え始める角度（対象 
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検出角）と色が識別できる角度（色識別角）を測定した。統計検定は分散分析を用い有意水準は 5 %と

した。                                                

結果 

対照群では、対象検出角が色識別角より有意に大きかったが（p < 0.001）、高齢群では対象検出角と色

識別角に有意な差は認めなかった（p = 0.06）。高齢群と対照群の物体検出角の比較では、対照群が高齢

群よりも有意に大きかったが（p = 0.019）、色識別角は 2グループ間で有意差は認めなかった（p = 0.903）。            

考察 

 高齢者の対象検出角の有意な減少は、加齢による周辺部における桿体細胞密度の減少に起因している

と考えられる。一方、色識別角において高齢群と対照群の間に有意な差がみられなかったことは、錐体

細胞の密度が加齢の影響を受けにくいことと関連していると考えられる。本研究で示された高齢者の対

象検出角の減少は、日常生活や社会生活に影響を与える可能性を示唆するものである。しかし、色識別

角に有意な差が認められなかったことから、目の前の物体の色を検出する能力は高齢群と対照群の間で

有意な差はなく、中心視野では高齢者も若者と同等の視覚能力を有することが示唆された。                                             

結語                                              

 対象検出角は対照群と比較し高齢群で有意に狭かったが、色識別角は 2 群間で有意な差が見られなか

った。これらのことから，高齢者は周辺視野内で物体を検出する能力が低下しているが、中心視野で色

を識別する能力は若者と同等であることが示唆された。                                             

                                              

                                              

 


